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男 女 全体 男 女 全体
１．最終的に頼りになるのは，やはり男性である。 38.9％ 33.3％ 35.3％ 16.7％ 15.2％ 15.7％
２．体力において男性がまさる以上，社会のあらゆる場で男性が
高い地位を占めるのは，やむをえない。
22.2％ 24.2％ 23.5％ 11.1％ 0.0％ 3.9％
３．家庭のこまごまとした管理は，女性でなくては，と思う。 38.9％ 39.4％ 39.2％ 33.3％ 15.2％ 21.6％
４．女性は，体力や精神力の点でパイロットなど人命をあずかる
仕事には向いていない。
16.7％ 9.1％ 11.8％ 5.6％ 3.0％ 3.9％
５．女性は出産する可能性があるため，男性と仕事の上で互角に
並ぶのは無理である。
22.2％ 18.2％ 19.6％ 11.1％ 9.1％ 9.8％
６．人前では，妻は夫を立てた方がよい。 11.1％ 27.3％ 21.6％ 5.6％ 24.2％ 17.6％
７．女性は視野がせまい。 5.6％ 9.1％ 7.8％ 0.0％ 3.0％ 2.0％
８．女性は男性にくらべ，感情的である。 33.3％ 66.7％ 54.9％ 11.1％ 39.4％ 29.4％
９．子育ては，やはり母親でなくては，と思う。 22.2％ 33.3％ 29.4％ 11.1％ 15.2％ 13.7％
10．物事をきちんと考える力は，男性の方がすぐれている。 11.1％ 9.1％ 9.8％ 0.0％ 6.1％ 3.9％
11．デートでは男性がリードするのは当然である。 38.9％ 36.4％ 37.3％ 22.2％ 18.2％ 19.6％
12．冒険心やロマンがないのは，男として失格だ。 33.3％ 15.2％ 21.6％ 22.2％ 0.0％ 7.8％
13．女性は何かにつけて責任を回避しがちである。 27.8％ 39.4％ 35.3％ 11.1％ 9.1％ 9.8％
14．一家の生計を支えられないような経済力のない男性は，男と
して失格である。
50.0％ 33.3％ 39.2％ 33.3％ 21.2％ 25.5％
15．社長・校長・市長は男性向きの仕事である。 22.2％ 15.2％ 17.6％ 5.6％ 9.1％ 7.8％
16．子どものことより自分のことを優先して考えるような女性
は，母親になるべきではない。
61.1％ 75.8％ 70.6％ 44.4％ 69.7％ 60.8％
17．男はむやみに弱音を吐くものではない。 61.1％ 18.2％ 33.3％ 33.3％ 6.1％ 15.7％
18．女性は男性にくらべ，臆病だ。 22.2％ 21.2％ 21.6％ 5.6％ 15.2％ 11.8％
19．男性は女性にくらべ，攻撃的である。 16.7％ 24.2％ 21.6％ 5.6％ 21.2％ 15.7％
20．子どもを他人に預けてまで，母親が働くことはない。 55.6％ 21.2％ 33.3％ 16.7％ 6.1％ 9.8％
21．マッチョな体つきは，男の魅力として重要である。 33.3％ 27.3％ 29.4％ 22.2％ 12.1％ 15.7％
22．男性は家事や育児の能力は必要ない。 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％
23．女性は男性に比べ手が器用である。 66.7％ 36.4％ 47.1％ 16.7％ 18.2％ 17.6％
24．男は強くなければと思う。 66.7％ 48.5％ 54.9％ 22.2％ 21.2％ 21.6％
25．「男は仕事，女は家庭」の考え方に賛成である。 22.2％ 21.2％ 21.6％ 11.1％ 0.0％ 3.9％
＊生徒51名（男18名，女33名）に対するアンケートの結果。各項目について，各自の考えを「はい」か「いいえ」で答えさせた。
表中のパーセンテージは，「はい」と答えた生徒の比率である。
＊調査項目は，東京女性財団『性差意識の形成環境に関する研究：性差に関連する文化の形成および教育効果に関わって』
1996年，伊藤裕子「高校生における性差観の形成環境と性役割選択：性差観スケール（SGC）作成の試み」教育心理学研究
45巻４号（1997年）396頁を参考として作成した。
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【資料２】学習指導案「平等に生きる権利」
１　本時の目標
（１）男女の立場を置き換えて考えることによって，ジェンダーに気づく。
（２）ジェンダーについて考えることを通して，性別による決めつけから自由になり，自分の生き方は自分で決
定していいことを理解する。
（３）ジェンダーに敏感な視点から，社会の望ましい在り方を考える。
２　本時の学習
学習内容と主な学習活動 支援及び指導上の留意点 評価項目と方法
導入
　
５分
今までを振り返り，「男のくせに」「女のくせ
に」等と言われた経験はあるか。ジェンダー
バイアスに出会ったときの感情を書く。
経験のない生徒ついては言われたら
どうか考えさせる。本時の学習課題
が何かを理解させる。
自分の身近なところでジェン
ダーバイアスがあることを理
解し，そのときに自分が持っ
た感情を表現できたか。
（思考・判断・表現）
（知識・理解）
展開
　
35分
生徒の代表４名が白雪姫・白雪王子をロール
プレイで表現する。観ている生徒は男女が入
れ替わったことでどう感じたか，感想を記入
し，発表する。
ジェンダーとは，生物学的な性差ではなく，
社会的文化的につくられた性差のことである
ことを理解する。
「パパの育児休業」を読み，「男だから」「女だ
から」という思い込みから解放され，自分の
生き方は自由に決めていいことを理解する。
女性差別撤廃条約，男女雇用機会均等法，育
児・介護休業法，男女共同参画社会基本法は
男女平等に向けて作られた条約や法律である
ことを理解する。
育児休業取得率は，女性が高く，男性は低い。
「家事・育児・介護等」の時間が妻は長く，夫
は短い。男女別労働人口は，男性に比べて女
性は非正規・不就業が多く正規雇用が少ない。
以上を図表の読み取りを通して理解する。
ロールプレイの中で固定的な性別役
割分業が表れているところに着目さ
せ，性別による固定観念・偏見を持っ
ていないか確認させる。
ジェンダーとは何かを理解させる。
性別による固定観念・偏見に縛られ
る必要はないことを理解させる。
ジェンダーに敏感な視点で作られた
条約や法律について理解させる。
図表の読み取りを通して社会のしく
みが性別役割分業を前提としている
ため，家事・育児・介護などの面で
女性が負担を強いられ，女性の社会
進出を困難にしていることを理解さ
せる。
ロールプレイの感想を書き，
自分の考えを発表できたか。
（関心・意欲・態度）
（思考・判断・表現）
ジェンダーについて理解し，
性別による固定観念・偏見に
縛られる必要はないことを理
解したか。
（知識・理解）
男女平等に向けて作られた条
約や法律を理解したか。
（知識・理解）
図表から性別役割分担を前提
としている社会のしくみを読
み取り，現状を理解できたか。
（資料活用の技能）
（知識・理解）
まとめ
　
10分
社会には性別による決めつけがあること（自
分も影響されていること）に気付き，この決
めつけから自由になり，性別にかかわらず自
分で自分の生き方を決定していいことを理解
する。本時でわかったこと，考えたことを書
く。
本時の内容についてまとめ，性別に
かかわらず個人の生き方をサポート
する社会を構築していくことが大切
であることを説明する。
ジェンダーに敏感な視点から
社会を見直し，社会の望まし
い在り方を考えることができ
たか。
（思考・判断・表現）
「男のくせに」「女のくせに」等と言われるとどうして嫌なのだろうか？
また，どうしてそう言う人がいるのだろうか？
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【資料３】学習指導案「女性と政治」
１　本時の目標
（１）女性議員の割合は男性に比べて低いという現状を理解する。
（２）女性議員が少ないことにどのような問題があるのか考える。
２　本時の学習
学習内容と主な学習活動 支援及び指導上の留意点 評価項目と方法
導入
　
７分
国会における首相の施政方針演説の写真を見
て気付いたことを５点書き，発表する。
ペアになって写真からわかることを
記入させ，代表者に発表させる。写
真から男性が多く，女性議員が少な
い点に着目させる。本時の学習課題
が何かを理解させる。
協働学習に意欲的に参加して
いるか。
（関心・意欲・態度）
（思考・判断・表現）
展開
　
33分
「日本と諸外国の国会議員に占める女性割合
の推移」の図表から，各国の女性の国会議員
の割合は男性に比べて低く，特に日本の衆議
院の女性比率は他国に比べて著しく低いこと
を理解する。
新聞記事『議会「弁当は親の愛情」』を読み，給
食実施に関する賛否の意見を読み取る。
　反対→子育てをしていない議員
　理由→弁当は親の愛情
　賛成→子育てをしているお母さんたち
　反対する人のことをどう思ったか→子育て
をしたことのない人の意見ではないか
白井正子横浜市議は女性の議員が少ない現状
において，育児の実態を知らない人たちが議
論して政策を決定することを問題にしている
ことを理解する。
男性だけで政策を決めてしまうと女性の経験
が反映されず，女性に不利になる可能性があ
ることを理解する。
「「夫は外で働き，妻は家庭を守るべきである」
といった考え方について（性別）」の図表から
性別役割分業観が根強く存在することを理解
する。なぜ女性議員の数が少ないのか，個人・
グループになって考え，発表する。
図表の読み取りを通して，日本の女
性の国会議員の割合が低いことを理
解させる。
新聞記事の読み取りを通して，性別
役割分業によって男女は違う経験を
している現状があること，男性だけ
で政策を決めてしまうと女性の経験
が反映されず，女性に不利になる可
能性があることを理解させる。
グループごとに発表させ，共有化を
図ったり，考えを深めさせたりする。
図表から女性の国会議員の割
合が男性に比べて低いことを
読み取り，現状を理解できた
か。
（資料活用の技能）
（知識・理解）
新聞記事から性別役割分業を
前提としている社会のしくみ
を読み取り，現状を理解でき
たか。
（資料活用の技能）
（知識・理解）
協働学習に意欲的に参加して
いるか。
（関心・意欲・態度）
（思考・判断・表現）
まとめ
　
10分
新聞記事から地方議会の女性議員割合は12％
であり，衆議院と同様，女性の地方議員も少
ないことを読み取る。
政治は男性の仕事という思い込みがあり，
リーダーシップや権力を持つのは女性には向
いていないという考えがあることを理解す
る。本時で考えたことを書く。
2015年４月に行われた統一地方選挙
における女性議員の割合は12％であ
り，衆議院と同様，女性の地方議員
も少ないことを新聞記事で確認させ
る。
本時の内容についてまとめる。
今日の授業で考えたことを書
くことができたか。
（思考・判断・表現）
女性議員が少なく，男性が多い議会では何か問題があるのだろうか。
また，なぜ女性議員は少ないのだろうか。
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【資料４】学習指導案「女性労働者が置かれている状況」
１　本時の目標
（１）女性労働者の立場になり，性別役割分業を前提とした社会のしくみの中で，女性の労働条件は低く，雇用
が不安定であることを理解する。
（２）協働学習に積極的に取り組み，ジェンダーに敏感な視点から社会の望ましいあり方について考える。
２　本時の学習
学習内容と主な学習活動 支援及び指導上の留意点 評価項目と方法
導入
　
７分
生徒の代表が，住友金属事件をロールプレイで表
現する。観ている生徒は，女性が置かれている状
況について記入し，発表する。
ロールプレイは実際の裁判で争
われた住友金属事件であること
を説明する。
ロールプレイから女性の置か
れている状況を記入し，発表
できたか。
（関心・意欲・態度）
（思考・判断・表現）
展開
　
33分
図表の読み取りをする。
資料①「女性の年齢階級別労働力率の国際比較」：
Ｍ字カーブが示す日本の女性のライフサイクル
→女性は賃金が低い若い間だけ働き，結婚や出産
を機に退職した後は，家事・育児に専念する。
資料②「男女，年齢階級別非正規労働者の内訳」
→女性の再就職は正社員ではなくパートや派遣労
働が多い。
資料③「賃金の男女間格差・国際比較」
→パートや派遣労働者の多くは低賃金である。
　また，企業の都合によって簡単に仕事を打ち切
られてしまい，雇用が不安定である。
住友金属事件をイラストにしたものを読んで，な
ぜ上司は女性社員に結婚退職を進めたり，看護休
暇を認めないのか，また，女性は昇進できないの
かを考える。
女性の立場になって上司に反論することを個人・
ペアで考え，発表する。
男女平等に向けて，ジェンダーに敏感な視点で作
られた法律について理解する。
　結婚退職制の禁止・昇進差別の禁止…男女雇用
機会均等法
　男女の賃金差別の禁止…労働基準法第４条
　職業生活と家庭生活の両立を目指す…育児・介
護休業法
図表の読み取りを通して，社会
のしくみが性別役割分業を前提
としているため，家事・育児・
介護などの面で女性が負担を強
いられ，女性の労働条件は低く，
雇用が不安定であることを理解
させる。
ペアごとに発表させ，共有化を
図ったり，考えを深めさせたり
する。
イラストに対応させながら，男
女平等に向けて作られた法律に
ついて理解させる。
図表から性別役割分担を前提
としている社会のしくみを読
み取り、現状を理解できたか。
（資料活用の技能）
（知識・理解）
協働学習に意欲的に参加して
いるか。
（関心・意欲・態度）
（思考・判断・表現）
男女平等に向けて作られた法
律を理解できたか。
（知識・理解）
まとめ
　
10分
男は仕事，女は家庭という偏見に企業はとらわれ，
さらに女性は実際に家庭を担うために働きにくい
という現状がある。性別役割分業の押しつけ，決
めつけから自由になって自分らしい生き方を選択
できる社会にしていく必要がある。そのためにも
私たちが認識を深めて行動し，それが社会を変え
ていく力になることを理解する。男性も女性も安
心して仕事を続けるためにはどうすればいいか，
自分の考えを記入する。
男性も女性も安心して仕事を続
けるためにはどうすればいい
か，自分の考えを記入させる。
ジェンダーに敏感な視点か
ら，社会の望ましい在り方を
考えることができたか。
（思考・判断・表現）
女性が職場でつらい思いをしているのはなぜだろう？

